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 1 日本点字の触読指導 
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1970年 北海道札幌盲学校奉職 
(1972年冬季札幌オリンピック大会) 

 中途失明生徒は、点字を触読
できず、カセットテープレコー
ダーに授業を録音して学んでい
た。試験は、口頭試問か、問題
を耳で聴いて、点字で解答する
方法で対応。 

 中途失明生徒
が、容易に点字
を触読することが
可能となる学習
方法の開発が必
要と痛感。 



 1970年、点字を触読できないがために、カセット
テープレコーダーをノート代わりにして学んでいた。 
 1966 年、瀬尾政雄氏は、東京教育大学付属盲学
校小学部1 年生の担任として、4 名の児童に点字触
読を指導し、その習得状況を「易」「普通」「難」の3段
階に整理した。 
 鈴木は、「易」とされた段階の中に「ア、メ、レ、フ、ウ、
イ、ニ」の7文字が、安定的形態になっていることに気
付き、この7文字に「ク」を加えて、点字触読指導の基
本文字とすることとした。 
 １９７１年、鈴木は寄宿舎の夕食後、中途失明生徒
の5名に対して、この基本文字を基に、点字触読の習
得指導を行った。 
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鈴木式点字指導法 難易度順の配列 
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鈴木式点字指導法 

童謡 あめふり 
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0あめふり.avi
0あめふり.avi
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点字は、 
左の人差し指で 
触読できるように 
指導する。 

右手は、転写で使う。 
速読するため、 

両手読みを指導する。 

点字の基礎的知識 1 



パーキンス製片手打ち
キーセット 

盲幼児でも指の間隔が狭くなり、
かつ弱い力で打字が可能 

点字の基礎的知識 2 



ブレイルメモスマートBMS16 

点字初期指導の入力は、音声フィードバック機能が望ましい 



鈴木重男2011金芳堂「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育 改訂２版 

足の裏を、床につける。膝は90度 

・足・脚をブ
ラブラさせな
い。 

・聞き耳をつ
くらないよう、
留意する。 

点字の基礎的知識 3 



点字の基礎的知識 4 

両手読みは、左右の手の分担による 



第Ｖ型 第ＶＩ型

左指が読み指で、右
指が優先走行する

行の半分を左指、後
半を右指で読む

草島時介「点字読書と普通読書（秀英出版 昭和５８年）」より引用 

両手読み 左右の人差し指の分担 



 2 盲児の普通文字指導 
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i ko ri ni 

ke ta shi mo 

ひらがな46文字の構造により分類  

縦線 横線 1・2 右 左 十字 カギ   

ひらがな指導の基本文字 



鯉 

恋 

Ｋｏ        ｉ 

Ｋｏ  ｉ 
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연애  

잉어  



別添 
 

3日間 ひらがな習得シート 
～韓国学生のための試案～ 



鈴木重男「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育第２章視覚障害児の学校教育113-114」金芳堂2011より引用 



3日間 ひらがな習得シート 





 3 「頭で歩く」歩行指導 





江原
道 

慶尚 
北道 

慶尚 
南道 

京畿道 

忠清道 

全羅道 

幼児期からの地図指導 

マトリックス構造 
格子地図 

生活用品・教材等は、固定した箱に整理し、盲児が空間マトリックスを
自ら制御することにより、Mental Map構成の基盤を整えることができる。 

教室内 
家庭内 
工夫 



 1.   ボディーイメージ要素 
 2.   方向概念要素 
 3.   対音源歩行要素 
 4.   音源軌跡要素 
 5.   歩行軌跡要素 
 6.   対風、対太陽に対しての身体の方向づけ要素 
 7.   空間構成物の関係把握要素 
 8.   白杖探索要素 
 9.   白杖操作要素 
10. 歩行標識と点地図作成要素 
11. 読図歩行要素 
12. 雪路白杖操作要素 



盲児の歩行 Ｏrientation ＆ Ｍobility 

オリエンテーション能力 

運動能力 

歩行意欲 

白杖操作能力 

安全で 
確実な 

単独目的歩行 

歩行の基礎能力 



点地図の作成 
距離、方向、地名 

ボディイ
メージ 

 
・部位名 
・動作名 
・絶対的 
   方向 
・相対的 
   方向 

Mental  
Rotation 

 

心的回転 

体の中の地図 手の中の地図 頭の中の地図 



ボディイメージ 人形と可動マネキン  

デ
ッ
サ
ン
人
形 

衣料品店から
の支援 



ボディイメージ 体・顔 平面作成  



ヘレン・ケラー 
人形遊び 



○幼稚部 
  ①ボディイメージ 
   ・主要な体の部位名      
   ・基本的な動作  
   ・Laterality（絶対的方向）の 
    強化 
  ②軌跡  ・基本的な動作 
   ・単純な歩行軌跡  
   ・音源定位→音源移動軌跡 
  ③地図 
   ・室内ミニチュア  
   ・トレーリングと防御  
   ・障害物（空間構成物）の 
    発見と賞賛 
  ④白杖探索 
   ・音で 
   ・白杖からの感触で 

①乳幼児事例 
 
②幼児事例 

段階的歩行指導① 

映像資料コンテンツ/盲乳幼児と白杖２分間.avi
視覚障害教育/盲幼児の歩行/幼児と白杖.avi
映像資料コンテンツ/幼児と白杖6分間.avi


盲幼児の白杖探索 白杖は、何かを見つけくれ
る。白杖は、音を出してくれる(白杖が土や草、アス
ファルト、電柱等に触れると異なる感触と音がする) 

釣竿 
バドミントン
ラケット 

筋力の低い盲幼児等に対して、通常の白杖は重たす
ぎることから、手元が太く、先が細いテーパ構造の白
杖を自作・特製する。 



介助歩行と歩行ルートの再現 遊びとして 
介助歩行で図形歩行とその再現 

紙に鉛筆で、 
歩行ルートを記録する。 

積み木・フェライト磁石で、 
歩行ルートを再現する。 

歩行例 

「THE IMPORTANCE OF ORIENTATION AND MOBILITY 
SKILLS FOR STUDENTS WHO ARE DEAF-BLIND」 

Helen Kel ler National Center Perkins School for the 
Blind Teaching Research 

http://www.tr.wou.edu/dblink/pdf/o&m.pdf    



6ボルト自動車用 
バックブザーに 
電池を装着した 
ロケーターの実演 

音源歩行 ロケーターに向かって歩く 



ロケーターに 指向性を 
メガホン状の筒を取り付ける 



音源定位(左右) 位置指示シート  



○小学部低学年 
  ①ボディイメージ 
   ・細かな体の部位名  
   ・様々な動作  
   ・Directionality（相対的方向）の強化 
  ②軌跡 
   ・図形的歩行軌跡  
   ・交差点における交通音の流れ 
  ③地図 
   ・校舎内   
   ・学校敷地内   
   ・学校周辺 
  ④タッチ テクニック 
   ・２ポイント タッチ テクニック 
   ・ショートケーン・テクニック 
   ・ガイドライン・テクニック 
   ・スライド・テクニック 
  ⑤ルート歩行（近辺の店への買物：自立の一歩） 

段階的歩行指導② 



音源軌跡指導装置(自校開発) 
18個のスピーカーと音源位置が対応して
振動するバイブレーター付き指示器 



音源定位(5方向・9方向) 位置指示シート  



音源軌跡指導装置 

天 井 面 の ス ピ ー カ ー 

前
方
壁 
面 
の 
ス 
ピ 
I 
カ 
I 

： スピーカー 

盲児は、どのスピーカーが
音源かを弁別する。 

機器を操作して、
音源を次々と移
動させる。 



交差点モデル学習 



歩行軌跡 ベルト歩行 



軌跡指導のフェライト磁石と持参用鉄板 



○小学校高学年 
  ①軌跡 
   ・図形的歩行軌跡（45゜、9O゜、135ﾟ、270ﾟ、315ﾟ）  
   ・太陽・気流を用いた閉鎖図形歩行 
  ②地図歩行 
   ・学校周辺 
  ③交通機関の使用 
  ④ルートによる単独帰省 

 

 ○中学部以上 
  ①居住地読図歩行 
  ②目的歩行 
   ・交通機関の使用  

段階的歩行指導③ 





「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育 改訂２版」金芳堂 2011 



「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育 改訂２版」金芳堂 2011 



教卓は、教室の前後に 

顔の向き(利き耳、利き眼)、姿勢のゆがみ→歩行偏差 

「古河氏盲唖教育法」（京都府立盲学校創立百周年記念事業委員会編）より引用 



映像コンテンツからの 
推測で不確かですが、 
体幹は、やや右向き。 

 

推測 

・左眼の視力が右眼より
も良かった。 

・聞き耳が左耳。 

体幹のねじれ、顔のねじれ、左右のつま先の向き、左右の
聴力差、白杖タッピングの方向が歩行偏差bearingの原因。つ

ま先の向き、左右の聴力等の歩行偏差 



 2015年8月、福島県立盲学校から専門性向上研修講師

として招かれ、その縁により、江原明震学校とのつながり
ができました。その後、拙い実践の成果等を、3回にわたっ
て、江原明震学校の皆さんにお伝えすることができました。 

 お陰で、江原明震学校の校長先生はじめ皆様方との知
己を得、福島県立盲学校や旭川盲学校との間を取り持つ
こともできました。このことにより、貴国との視覚障害教育
の相互理解・交流が、より一層、深くなるよう願う次第です。 
 私は、今後も機会があれば、また春川市にまいります。 

 校長先生はじめ皆様方も、是非、旭川盲学校との交流を
深められ、その折に、札幌にお立ち寄り頂き、一献酌み交
わすことができれば幸いです。 
 江原明震学校の益々のご発展をご祈念申し上げ、3回の
お招きの御礼といたします。 


